
  磯根資源量解析で最大限の収入を！   

当研究所は、磯根資源量を調査し、資源量に見合った漁獲を推進することで、漁業者の所得の

向上と水産業への貢献を目的としています。 

自浜は最大持続生産（ＭＳＹ）出来ていますか？感と経験だけに頼っていませんでしょうか？新

漁業法により、資源管理が必須条件となりました。調査、分析によって資源管理・適正漁獲量を提

案します。 

１．資源量等の調査⇒年に３回以上、潜水によりウニ・アワビ・海藻類を潜水調査 

〇枠取り、ロープライン、５分間採捕によって調査

し、写真・動画撮影 

〇ウニ資源の有効利用をするために、漁場区分

ごとにむき身歩留り調査と年齢査定 

〇アワビの肥満度調査、年齢査定、生殖腺調査、

放流貝の回収率と費用対効果検証 

 

２．分析⇒分かりやすくグラフを作成し、パワーポイント

でプレゼン 

〇グラフ解析、写真・動画によって理解できる説明 

〇漁場図により、良い漁場とそうでない漁場を色分けして面積を計算し、資源量を算出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．経年比較⇒毎年の調査を比較 

毎年定点調査を行い、画像を用いながら比較することで、より高い資源解析 

 

４．調査に係る費用 

調査の内容によってご相談させていただきます。 

 

ヒロ資源管理研究所 所長 川崎光博 

〒028-7904 岩手県九戸郡洋野町小子内３－２ 

電話 080-8211-5317  Email kc3zt2@bma.biglobe.ne.jp 

ＨＰ 検索キーワード 「ヒロ資源」 

http://www7b.biglobe.ne.jp/~hirokanri/ 
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調査・分析により磯根資源管理手法を提案 

ウ ニ 

〇漁場別に殻長測定と年齢査定を実施し、漁獲可能量を算定。 

〇殻長規制サイズの検証。年齢と殻長を調べると規制すべき殻長が判明。漁場によっ

ては、規制サイズまで成長しない（特に常に濁っている）場所もあり。 

〇ウニのむき身歩留りを周年調査。餌となる昆布が豊富にあれば、４月にむき身歩留

り 25％超となる。漁場によって、時期によって、餌量によって歩留りは大きく違

う。これを理解すると漁獲量増大と品質向上が可能。 

〇投餌効果と投餌手法の検証。 

 

ア ワ ビ 

〇漁場別に殻長測定と年齢査定を実施し、資源状況を把握して、その年の漁獲可能量

を算定。放流貝は、混獲率ではなく回収率(年齢査定要)で算出。 

〇生殖腺調査可能。放卵、放精の現状から熟度、殻長と筋肉重量から肥満率を算出。 

〇稚貝の放流手法と放流後の生残を検証。 

 

海 藻 

〇磯焼け漁場でも人工的に毎年昆布が繁茂する手法を研究中。 

〇昆布が繁茂する場所としない場所の違いを調査分析。 

〇昆布は秋に採取した方がいいか、採らないで餌にした方がいいか検証。 

 

その他 

〇漁場図面をパソコンに取り入れて、底質ごとに色分けして管理。 

〇種々の調査結果は、分かりやすくグラフや写真でプレゼン。 

 

調査・分析の概要 

ウニ、アワビ、海藻類の資源量調査、ウニ歩留り調査、ウニ、アワビの年齢査定、 

アワビの生殖腺調査、放流アワビの回収率調査、パソコンで分析し報告 
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宮古A    宮古B    釜石A    種市A    久慈A　  久慈B　
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中間の殻径が

105mmの所と

94mmの所あり

中間の重量が

160gの所と

110gの所あり

種市A   久慈A   久慈B   宮古A  宮古B    釜石A

種市A     久慈A    久慈B     宮古A    宮古B     釜石A 種市A     久慈A     久慈B     宮古A    宮古B     釜石A
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２年こんぶ
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